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学 術 集 会 プ ロ グ ラ ム 日 程

7 月 18 日（木）

■第 1会場（カクイックス交流センター　1F 県民ホール）

特別講演（SL） 11：00～ 12：00

 「鹿児島の温泉と焼酎を 100 倍楽しむために！」
 座長 社会医療法人緑泉会  米盛病院 冨岡 譲二

SL（D） 鹿児島の温泉と焼酎を 100 倍楽しむために！
  温泉ソムリエ /温泉ソムリエマスター /
  焼酎マイスター /焼酎唎酒師 畑 倫明

シンポジウム 1（SY1） 13：00～ 14：45

 「紛争と医療」
 座長 社会医療法人緑泉会  米盛病院 冨岡 譲二
  日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急科 井上 潤一
 コメンテーター 独立行政法人国際協力機構  国際緊急援助隊事務局 池田 龍介

SY1-1（D）  ガザでの医療活動の報告，国境なき医師団の取り組み
 ……… 国境なき医師団日本／Emory University School of Medicine 
 Department of Emergency Medicine ／
 Metro Atlanta Ambulance Services 中嶋 優子

SY1-2（D）  ウクライナ避難民に対する医療支援活動
 …… 特定非営利活動法人（認定NPO）  ピースウィンズ・ジャパン／
 岡山大学救命救急災害医学講座 稲葉 基高

SY1-3（D）  赤十字と紛争地医療（戦傷外科）
 ……………………………………………………………下伊那赤十字病院 白子 隆志

SY1-4（D）  過去の海外紛争地域での医療活動  
 （1994 年ルワンダ難民救援国際平和協力業務）を振り返る

 ……………………………………………順天堂大学医学部附属静岡病院 柳川 洋一

飯村　　学
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併設会議 15：00～ 18：00

 「全国メディカルコントロール協議会連絡会」

■第 6会場（カクイックス交流センター　3F 中研修室 2）

教育講演1（EL1） 15：00～ 16：00

 「移植医療と救急医療」
 座長 公益社団法人地域医療振興協会  有田市立病院 加藤 正哉

EL1（D）  移植医療と救急医療
  日本移植学会／熊本赤十字病院  移植外科 山永 成美

講習会 16：30～ 17：30

 「CVC ハンズオンセミナー」

■第 7会場（カクイックス交流センター　4F 中研修室 3）

併設コース 10：00～ 13：45

 「J-CIMELS（日本母体救命システム普及協議会）による母体救命コース  
 ※救急科向けベーシックコース」

併設コース 14：15～ 18：00

 「J-CIMELS（日本母体救命システム普及協議会）による母体救命コース  
 ※プレホスピタル版ベーシックコース」
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■第 8会場（宝山ホール　1F メインホール）

併設コース 13：00～ 16：00

「JPTEC ブラッシュアップセミナー」
座長 岩手県立磐井病院  麻酔科 須田 志優

聖隷三方原病院高度救命救急センター 早川 達也

■第 9会場（宝山ホール　2F 第 3 会議室）

パネルディスカッション 1（PD1） 14：00～ 16：00

「アジア地域の EMSの現状とその比較―今後の我が国が進むべき方向を探る」
座長 国士舘大学大学院  救急システム研究科 田中 秀治

兵庫県立尼崎総合医療センター 西内 辰也

PD1-1（D）  演題未定
 ………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科 田中 秀治

PD1-2（E）  カンボジアの EMSについて
 ……………………………………………国立国際医療研究センター病院 北原 学

PD1-3（C）  ラオス・カンボジアにおける
病院前救急医療体制に関する国際協力の現状とその比較
 ………………………………… 国士舘大学  防災・救急救助総合研究所 石﨑 貴

PD1-4（D）  演題未定
 …………………………………………………日本医科大学武蔵小杉病院 田上 隆

PD1-5（D）  台湾における EMSの状況―past，present  and  future―
 ………………………………… 田附興風会医学研究所北野病院  救急科 王 德雄

■第 10 会場（宝山ホール　3F 第 4 会議室）

一般演題口演 1（O1） 14：00～ 15：20

「CPA・CPR ①」
座長 

O1-1（D）  CPA 症例の検討から見えてきた今後の課題
 ………………………………………… 公立陶生病院  救命救急センター 市原 利彦

兵庫県立尼崎総合医療センター  救命救急センター 鈴木 崇生
国際医療福祉大学成田病院 脳神経内科/一般社団法人日本蘇生協議会 永山 正雄

OMNII：シンガポールの救急医療システム
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O1-2（C）  院外心停止発症からアドレナリン投与までの時間と転帰の検討
 ………………………………………明治国際医療大学救急救命学講座／
 和歌山県立医科大学大学院医学研究科 久保 敦士

O1-3（E）  院外心肺停止事案における傷病者の自己心拍再開率及び転帰について，  
 口頭指導の効果から比較検討する

 …… 東京消防庁救急部救急管理課（東邦大学医療センター大森病院） 佐野 博和
O1-4（E）  救急隊に目撃された院外心停止前に行われた  
 静脈路確保の現状分析と予後に及ぼす影響に関する観察研究

 ……………………… 鈴鹿医療科学大学  保健衛生学部  救急救命学科 大和田 均
O1-5（E）  救急隊が現場出発前に  
 アドレナリンを投与することに対する予後への影響

 ……………………………………………………白山野々市広域消防本部 高田 康平
O1-6（D）  胸骨圧迫に伴う肝損傷が蘇生困難の一因になったと疑われた一例

 …………………… 川崎医療生活協同組合  川崎協同病院  総合診療科 高野 彩音
O1-7（E）  院外心肺停止におけるアドレナリン初回投与までの時間短縮の方法

 ………………………………………………………
O1-8（E）  バイスタンダー CPR の実施率の性差が転帰に及ぼす影響  
 ・・・ウツタインデータを用いた検討・・・

 ……………………… 明治国際医療大学  保健医療学部  救急救命学科 福井 建皓
O1-9（E）  -Shock  first  or  CPR  first-  院外心停止における  
 適切な除細動のタイミングの検討

 ……………………………………………………………国士舘大学大学院 木村 龍

一般演題口演2（O2） 15：30～ 16：50

 「CPA・CPR ②」
 座長 日本赤十字社医療センター  救命救急センター  救急科 諸江 雄太

O2-1（D）  胸骨圧迫による肝損傷に対し TAE で救命できた肺塞栓症の 1例
 ………………………………………… 医療法人倚山会田岡病院  伽里枝 本島 科急救

O2-2（E）  難治性心室細動に対しDSED  
 （Double  Sequential  External  Defibrillation）で洞調律復帰した 1例

 ………………………… 川崎市立川崎病院  救急科  救命救急センター 橋本 拓人
O2-3（D）  初療室で ECPR を行う際の当院での取り組み

 …………………………大阪公立大学医学部附属病院救命救急センター 松尾 健志
O2-4（D）  気道確保による連続胸骨圧迫は予後改善に寄与するか

 ………… 三重大学医学部附属病院  救命救急・総合集中治療センター 石倉 健
O2-5（D）  救急外来における CPA患者への蘇生努力の終了についての標準化の試み

 ………………………………………………野崎徳洲会病院救急センター 千代 孝夫
O2-6（E）  機械的胸骨圧迫装置装着のタイミングが  
 アドレナリン投与時間に与える影響についての検討

 …………… 横須賀市消防局／国士舘大学大学院  救急システム研究科 山崎 真悟
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O2-7（E）  病院外心停止に対する  
 機械的心肺蘇生の実施と 1か月後生存の関連の検討

 ………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科 大森 俊平
O2-8（E）  本邦におけるハイパフォーマンス CPR コース開催の現状

 ……………………………………………………………明治国際医療大学 原 貴大
O2-9（E）  アドレナリンの神経細胞に対する濃度依存的作用

 …………………………………… 輝和 井酒小 科究研ムテスシ急救院学大学大舘士国

■第 11 会場（宝山ホール　3F 第 5 会議室）

併設コース 9：30～ 13：30

 「民間救命士・民間MC医師指定基礎講習会」

一般演題口演 3（O3） 14：00～ 15：20

 「急性中毒」
 座長 聖路加国際病院  救急部・救命救急センター 大谷 典生
  福島県立医科大学医学部  救急医療学講座  教授 伊関 憲

O3-1（D）  屋外で車洗車中に発生したトルエン中毒の 1例
 ………………………………… りおか 村木 ータンセ療治命救次高院病属附学大阜岐

O3-2（D）  診断に難渋したフグ中毒の 1例
 ……………………………………………………………………呉共済病院 藤原 郁也

O3-3（P）  血液灌流療法と脂肪乳剤が有効であったカルバマセピン中毒の 1例
 ……………………………………… 日本医科大学多摩永山病院  薬剤部 渡辺 圭

O3-4（D）  イメグリミンを過量内服した 1例
 …………………… 自治医科大学  救急医学講座  /  救命救急センター 倉井 毅

O3-5（D）  糞便性イレウスに伴い，  
 緩下剤が原因の高マグネシウム血症によるショック，  
 致死性不整脈が出現した一例

 …………………………………………………………医誠会国際総合病院 加藤 幹也
O3-6（D）  意識障害を主訴に搬送されメタノール中毒と診断した一例

 …………………… 独立行政法人  国立病院機構  横浜医療センター／
 横浜市立大学医学部救急医学教室 松本 雪菜

O3-7（P）  市販解熱鎮痛薬の過量摂取後，  
 薬剤師による血中濃度測定によりカフェイン中毒と判明した 1症例

 …………………………………………… 郎一裕 居新 部剤薬院病属附部学医学大取鳥
O3-8（D）  当院におけるカフェイン中毒について

 …………………………………………………関西医科大学救急医学講座 室谷 卓
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O3-9（D）  薬物過量服薬後，代謝性アシドーシスが遷延した原因が  
 ジャディアンスだった 1例

 …………………………………………………………JCHO徳山中央病院 清水 弘毅

一般演題口演4（O4） 15：30～ 16：50

 「感染症」
 座長 武蔵野赤十字病院  集中治療部 髙橋 英夫

O4-1（D）  ウレアーゼ非産生菌による尿路感染症に起因した  
 高アンモニア血症の 1例

 …………………………………………………………JCHO船橋中央病院 大塚 恭寛
O4-2（C）  COVID-19 による都道府県「格差」と救急搬送困難事案の発生状況

 静岡県立大学／全国市町村国際文化研修所／京都大学公共政策大学院 小西 敦
O4-3（D）  高度な血液凝固異常を伴い，  
 初期治療としての感染巣除去術実施の判断に苦慮した細菌性肝膿瘍の一例

 ………………………………………………………………自衛隊中央病院 得津 礼記
O4-4（D）  原因として COVID-19 感染を疑った TENの一例

 …………………………………………………………昭和大学藤が丘病院 広瀬 大輝
O4-5（P）  薬剤師の介入により Corynebacterium  urealyticumによる  
 尿路感染症および高アンモニウム血症の早期診断へ至った 1例

 …………………………………………………………………小牧市民病院 大西 克浩
O4-6（D）  院外心停止の対応において COVID-19 対策としての  
 特別な PPE の着用ルールはもはや必要ない

 ………………………………………………………………福岡徳洲会病院 鈴木 裕之
O4-7（D）  当院における膿胸 7症例の経過に関する報告

 …………………………………………………京都山城総合医療センター 平山 敬浩
O4-8（D）  インフルエンザ罹患後に重症肺炎球菌性肺炎および  
 MRSA による肺化膿症を発症したと考えられた一例

 ……………………………………………国立病院機構横浜医療センター 丸岩 伯章
O4-9（MT）  血液培養検査迅速報告への挑戦  
 ―微生物検査室を有さない救命センターでの取り組み―

 …………………………………………大阪府立中河内救命救急センター 黒田 舞子



日臨救急医会誌（JJSEM）2024；27：169-241 175

19
日

20
日
18
・
19
日

18
日

目
日
１
第

■第 12 会場（宝山ホール　3F 第 6 会議室）

シンポジウム 2（SY2） 13：30～ 14：30

「洋上救急の実態」
座長 日本医科大学千葉北総病院  救命救急センター 本村 友一

愛知医科大学  看護学部 坂田 久美子

SY2-1（D）  洋上救急における固定翼機，回転翼機および飛行艇の搬送経験と特徴
 ……………………… 日本医科大学付属病院  高度救命救急センター／

日本医科大学  救急医学教室 五十嵐 豊

SY2-2（D）  遠洋の洋上救急 100 例における 
搬送経路，時間，プレホスピタルケアの報告
 ………………………… 東海大学医学部  総合診療学系  子理真 田杉 学医急救命救

SY2-3（D）  洋上救急従事者育成の課題
 ………………………………………… 浦添総合病院  救命救急センター 米盛 輝武

SY2-5（D）  日本領海外で発生した外国人の心肺停止症例への対応について
 …………………………………………………………沖縄県立八重山病院 竹島 茂人

SY2-6（D）  高知県における洋上救急
 ……………………… 高知県・高知市病院企業団立  高知医療センター 齋坂 雄一

SY2-7（D）  機内で急変し，蘇生処置に困難を来した 1例
 ………………日本医科大学多摩永山病院／日本医科大学救急医学教室 阪本 太吾

パネルディスカッション 2（PD2） 14：45～ 15：45

「自殺対策に関する救急医の仕事はどこまでか」
座長 荒尾市民病院  救急科 松園 幸雅

福岡大学病院  救命救急センター 喜多村 泰輔

PD2-1（C）  救急搬送データから見た 10 代自損患者の特徴
 ……………………………………国士舘大学大学院救急システム研究科 田久 浩志

PD2-2（D）  救急医こそが自殺対策のステークホルダー救命救急センターに搬送された 
自傷・自殺未遂者の特性や動向について  
ー自傷・自殺未遂レジストリ（JA-RSA）データよりー
 ………………………………… SUBARU健康保険組合太田記念病院／

厚生労働大臣指定法人・
一般社団法人  いのち支える自殺対策推進センター／

帝京大学大学院公衆衛生学研究科 小林 諭史

SY2-4（D）  伊豆半島周辺航行船舶で発生した急患に対する 
静岡県東部ドクターヘリ介入の実態

一洋 川柳 院病岡静属附部学医学大堂天順…………………………………………… 

13：30 ～14：40

14：50 ～15：50



日臨救急医会誌（JJSEM）2024；27：169-241176

PD2-3（D）  常勤精神科医不在の救急医療機関における  
 自傷・自殺未遂患者のニーズと救急医の役割

 …………………………… 堺市立総合医療センター  救命救急センター 森田 正則
PD2-4（D）  自殺対策に関する救急医の仕事はどこまでか

 ……………………………………………………………慶應義塾大学病院 松尾 悠史
PD2-5（D）  市中救急病院における自殺企図患者への対応の現状と今後

 ……………………………………………国立病院機構熊本医療センター 深水 浩之
PD2-6（D）  札幌医療圏における自損患者ケアの特徴

 …………………………………………………… 勤医協中央病院  救急科 田口 大

一般演題口演5（O5） 16：00～ 16：55

 「精神科救急」
 座長 聖隷三方原病院  高度救命救急センター 早川 達也

O5-1（D）  低カルシウム血症により繰り返し救急搬送されていた  
 ヴィーガンで「ひきこもり」患者の 1例

 ………………………………… 昭和大学  医学部  救急・災害医学講座 町田 麻美
O5-2（D）  精神科領域の問題を有した患者対応において  
 救急医に求められることに関する考察。単施設記述研究

 ………………………………………………………………自衛隊中央病院 寺山 毅郎
O5-3（C）  死因究明機関が取り扱う情報を活用した  
 自殺既遂者の精神科受診歴と自殺手段及び背景情報の関連性の検討

 …………………明治国際医療大学保健医療学部救急救命学ユニット／
 千葉科学大学大学院危機管理学研究科 村上 龍

O5-4（E）  精神科救急に対する救急搬送体制のあり方について
 …………………………………………………………………福岡市消防局 坂元 将貴

O5-5（D）  水中毒と悪性症候群を併発した統合失調症の一例
 ………………………………………………………………勤医協中央病院 鶴田 博也

O5-6（D）  札幌市における自損件数と区域，年齢，性別の関連について
 ………………………………………………… 子貴和 坂相 座講学医急救学大科医幌札

柳澤八恵子聖路加国際病院  救命救急センター
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■第 13 会場（黎明館　2F 講堂）

パネルディスカッション 3（PD3） 14：00～ 16：00

 「救急外来における薬剤師業務のすすめ方」
 座長 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター 織田 順
  岐阜大学医学部附属病院  薬剤部 鈴木 昭夫

PD3-1（D）  「救急外来における薬剤師業務の進め方」について
 …………………………………… 日本大学医学部附属板橋病院  薬剤部 今井 徹

PD3-2（D）  救急外来における薬剤師に期待する業務と役割
 ……………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター 織田 順

PD3-3（D）  二次医療機関の救急外来で薬剤師に期待すること
 ……………………………………………………………札幌東徳洲会病院 増井 伸高

PD3-4（D）  2 次救急外来における専従薬剤師の取り組みと展望
 ………………………………………………………………福岡徳洲会病院 後藤 貴央

PD3-5（D）  救急外来の質向上へ向けた  
 薬剤師業務体制の構築と IT による業務効率化について

 ………………………………………………………………済生会熊本病院 西村 知晃
PD3-6（D）  救急外来に薬剤師が常駐するメリットとチーム医療

 …………………………………………………………京都第二赤十字病院 三上 涼奈
PD3-7（E）  演題未定

 ………………………………………… 国立病院機構  大阪医療センター 浦井 健

パネルディスカッション4（PD4） 16：20～ 17：30

 「民間救急搬送（民間救急車・民間ヘリ・船舶など）の現状と課題」
 座長 社会医療法人緑泉会  米盛病院 冨岡 譲二
  東海大学  救命救急医学 中川 儀英

PD4-1（E）  公立病院における院内救急救命士の取り組みについて  
 ―消防救急車の転院搬送業務の担い手となりうるか―

 ……………………………………………………………千葉市立海浜病院 矢場 春南
PD4-2（E）  当院における病院救急車を用いた個人宅搬送についての考察

 …………… 社会医療法人駿甲会  コミュニティーホスピタル甲賀病院  
 救急救命士科 杉﨑 徹

PD4-3（E）  消防救急の一部を民間委託するうえでの課題　  
 ～感染症患者の搬送を請け負った民間救急の搬送実績から～

 ……………………………… 京都橘大学  健康科学部  救急救命学科／
 NPO法人  われらはふるさと医療応援団 澤田 仁

PD4-4（D）  民間医療搬送ヘリコプター　ホワイトバードの軌跡とこれから
 ………………………………… 社会医療法人財団池友会  福岡和白病院 白馬 雄士

（P）

（D）

（P）

（P）

（N）

二次救急医療機関、三次救急医療機関、それぞれの経験を持つ院内救命士の立場から
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PD4-5（D）  民間ヘリとして運航開始前のドクターヘリを  
 令和 6年能登半島地震に派遣した事例

 ……………………………………… 藤田医科大学病院  救急総合内科／
 あいち小児保健医療総合センター  小児救命救急センター 水野 光規

PD4-6（E）  メディカルウイングの搬送を経験して
 ……………………………………………………………札幌東徳洲会病院 淺井 美輝

■第 14 会場（鹿児島県立図書館　1F 大研修室）

一般演題口演6（O6） 13：30～ 14：40

 「外傷，多発外傷，熱傷①」
 座長 地方独立行政法人  りんくう総合医療センター  
  大阪府泉州救命救急センター 松岡 哲也
  医療法人社団  三成会  新百合ヶ丘総合病院  救急科  部長 竹本 正明

O6-1（D）  骨盤輪骨折，恥骨結合離開に伴った膀胱嵌頓の 1例
 ……………………………………………… 静岡市立静岡病院  亮祐 橋木八 科器尿泌

O6-2（D）
 ………………………………… 京都第二赤十字病院  救命救急センター 村田 洋平

O6-3（D）  外傷 CPA と判断されたが泥酔窒息症例であった 1例
 ………………………………………… 公立陶生病院  救命救急センター 吉田 光一

O6-4（E）  頸椎・頸髄損傷の鑑別に有用な因子について
 …………………………………………………………久留米広域消防本部 永田 倫己

O6-5（D）  バイク事故で精巣破裂を生じて摘除術を行った一例
 …………………………………………………………昭和大学藤が丘病院 飯島 章子

O6-6（D）  クラッシュ症候群の診断　～どういう状況で診断に難渋するのか？　  
 何を意識したら鑑別に挙がるのか？～

 ………………………………… 済生会福岡総合病院  救命救急センター 友田 昌徳
O6-7（D）  軽微な外力で受傷した高齢者骨盤骨折で  
 出血性ショックを起こした 2症例

 ……………………………………………………堺市立総合医療センター 川本 匡規
O6-8（E）  筑波サーキットにおける  
 バイクレース走行中のエアバックの有効性について

 …………………………………………………………川越救急クリニック 中島 尚子
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一般演題口演 7（O7） 14：50～ 16：00

 「外傷，多発外傷，熱傷②」
 座長 島根大学医学部附属病院  高度外傷センター 渡部 広明
  さいたま赤十字病院  高度救命救急センター  救急科 田口 茂正

O7-1（E）  都市部救命センターにおける  
 重症体幹部外傷患者の全病院前時間と早期死亡率の検討

 ………… 東京女子医科大学附属足立医療センター  救命救急センター 岩﨑 恵
O7-2（D）  頸部刺創による下咽頭損傷により緊急外科的気道確保を要した一例

 ……………………………………………………堺市立総合医療センター 松井 拓弥
O7-3（D）  転倒を契機に発症した外傷性横隔膜ヘルニアにより腸閉塞を来した一例

 …………………………………………………京都山城総合医療センター 栗林 健一
O7-4（D）  MTP（massive  transfusion  protocol）を要した多発外傷後に  
 著明な高ビリルビン血症を呈した 1例

 …………………………大阪公立大学医学部附属病院救命救急センター 栗正 誠也
O7-5（D）  当院における外傷性四肢指切断 455 例の検討

 ……………………………… 社会医療法人熊本機能病院  郎一弘 満米 ータンセ急救
O7-6（D）  診断に難渋した鈍的外傷による単独胆嚢損傷の一例

 …………………………………………………………昭和大学藤が丘病院 森 ちひろ
O7-7（N）  骨盤骨折，来院後に血圧低下があった一例：  
 二次医療機関看護の立場から

 ………………………………………………… 恵久喜 村中 院病海熱学大祉福療医際国
O7-8（C）  自家培養表皮と人工真皮のみで治療した 1歳児に対する理学療法の経験

 ……………………… 鳥取大学医学部附属病院  リハビリテーション部 亀井 俊輔

一般演題口演 8（O8） 16：10～ 17：05

 「心血管系の疾患・病態」
 座長 山梨県立中央病院  高度救命救急センター 岩瀬 史明
  大阪府立中河内救命救急センター  救急科 岸本 正文

O8-1（E）  救急隊の観察と報告により救急医との連携によって奏功した  
 大動脈疾患の一例

 ………………………………………鳥取県西部広域行政管理組合消防局 盛田 智紀
O8-2（D）

 ………………………………………… 国立病院機構  岩国医療センター 田中 真之
O8-3（D）  ベプリジルによる薬理学的心房除細動後にQT延長から  
 Torsades  de  pointes ／心室細動をきたした一例：ER看護の立場から

 ……………………………… 国際医療福祉大学熱海病院 ICU・ER看護 西原 貴志
O8-4（D）  Andexanet  alfa 投与後に両側腎動脈を含む多発動脈閉塞症を来した 1例

 ………………………………………………………豊橋市民病院整形外科 福岡 大史
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O8-5（D）  ふらつきを主訴に受診され BRASH 症候群が疑われた 1例
 ………………………………………トヨタ記念病院／産業医科大学病院 三宅 高雅

O8-6（N）  Mobile  ECMOにおける ECMO導入患者に対する看護実践について  
 ～ V-V  ECMOを導入し，搬送した一例を通して～

 ……………………………………………東京都立多摩総合医療センター 清水 翔平

■第 15 会場（鹿児島県立図書館　2F 第 1 研修室）

一般演題口演 9（O9） 13：30～ 14：25

 「災害医療・災害トリアージ・Mass  Gathering ①」
 座長 浜松医科大学医学部  救急災害医学講座 吉野 篤人
  久留米大学病院  高度救命救急センター 山下 典雄

O9-1（D）  災害医療に対する意識調査　  
 ～被災・災害支援の経験の有無は災害の関心度に影響するのか～

 ……………………………………兵庫県立はりま姫路総合医療センター 水田 宜良
O9-2（D）  放射線災害医療体制の現状と課題　  
 ―特にオンサイト医療体制構築について―

 ……… 広島大学  原爆放射線医科学研究所  放射線災害医療研究部門  
 放射線災害医療開発研究分野／オンサイト医療体制構築委員会 廣橋 伸之

O9-3（P）  DMAT 実働訓練における寒冷環境下での  
 輸液の加温・保温方法に関する予備検討

 ………………………………………… 札幌医科大学附属病院  薬剤部／
 札幌医科大学  北海道病院前・航空・災害医学講座 稲村 広敏

O9-4（E）  災害対策本部立上げ訓練への取組み
 ………………………………………………… 埼玉医科大学病院  子砂美 水清 科急救

O9-5（S）  群集密度と圧力のクロスモーダル効果による物理的圧迫感増加の検証
 ………………………………… 中央大学  理工学部  人間総合理工学科 藤田 直也

O9-6（N）  離島における避難所訓練について
 ……………………………………………………………松阪中央総合病院 鈴木 紗知

一般演題口演 10（O10） 14：35～ 15：35

 「災害医療・災害トリアージ・Mass  Gathering ②」
 座長 国士館大学体育学部 張替 喜世一

O10-1（D）  DMAT 調整本部における『搬送調整』と  
 『ドクターヘリ調整部』の位置づけ

 ………………………………… 前橋赤十字病院  高度救命救急センター 中村 光伸
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O10-2（D）  理科の実験中に発生した硫化水素中毒疑いの多数傷病者対応
 …………… 埼玉医科大学総合医療センター  高度救命救急センター／

埼玉医科大学総合医療センター  郎一健 田園 ）RE（科急救
O10-3（D）  能登半島地震における保健医療福祉調整本部の運営と役割

 …………………………………………国立病院機構本部DMAT事務局 三村 誠二
O10-4（D）  自治体と医歯薬三科会協働による救護所や 

避難所運営のブラッシュアップ作業　成果と課題
 ……………………………………………藤田医科大学岡崎医療センター 有嶋 拓郎

O10-5（D）  救出時に認識されなかった重症急性トルエン中毒に対し出動した 
川崎 DMAT の 1例
 ……………………… 日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急センター／

日本医科大学  救急医学講座 渡邊 顕弘
O10-6（C）  メディカルカーを用いたトリアージ精度向上に関する評価

 ………………………………………………………宝来メデック株式会社 平松 佑麻
O10-7（D）  救急搬送時の傷病者の病歴把握の実態（救急タグ所持者の特徴）

 …………………………大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター 酒井 智彦

一般演題口演 11（O11） 15：45～ 16：40

「脳神経系の疾患・病態」
座長 日本医科大学付属病院  高度救命救急センター 布施 明

川口市立医療センター  救命救急センター 直江 康孝

O11-1（E）  救急現場における脳卒中患者の体位と麻痺側との関連性
 ……… 富山大学  学術研究部医学系  北越地域医療人養成センター／

富山大学大学院  医学薬学教育部  救急医学講座 清水 光治
O11-2（D）  脳静脈洞血栓症　自験例 8例から得られた知見

 …………………………………………………………………東京警察病院 松原 啓祐
O11-4（D）  頭痛症状を主訴に救急外来受診する患者状況及び当直医による評価の現状

 ……………………………………………………………岩手県立中央病院 横沢 路子
O11-5（D）  止血に難渋した神経線維腫症 1型（NF-1）患者における 

巨大皮下血種の 1例
 ………………………………… 昭和大学  医学部  救急・災害医学講座 岩本 泰樹

O11-6（D）  敗血症性ショックにおいてアルギニンバソプレシン 
（arginine  vasopressin，AVP）投与中止直後に尿崩症を発症し遷延し 
デスモプレシン（DDAVP）の投与継続が必要であった一例
 …………………………………………… 昭和大学  救急・災害医学講座 富田 佳賢


